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富士通（株）（6702）平成 28 年 3 月期 第２四半期決算短信 

【直近３ヶ月】 
 
 
 

 

１． 当四半期決算に関する定性的情報 
 

以下の文中において、当第２四半期連結会計期間を当第２四半期、当第２四半期連結累計期間を当第２四半

期（累計）、前年同四半期連結会計期間及び前年同四半期連結累計期間を前年同期、前連結会計年度を前年度と

記載しております。また、文中に記載しております為替影響は、米国ドル、ユーロ、英国ポンドを対象に前年

同期の対円平均レートを当第２四半期及び当第２四半期（累計）の外貨建取引高に適用して試算しております。 

 
（１） 連結経営成績に関する定性的情報 

 

Ⅰ.第２四半期（直近３ヶ月） 
 

【損益の状況】  
                                      （単位：億円） 

 2014年度 

第２四半期 
 

2014年7月1日～ 

 2014年9月30日 

2015年度 

第２四半期 
 

2015年7月1日～ 

 2015年9月30日 

前年同期比 

 増減率(%) 

売 上 収 益 11,241 11,762 520  4.6  

営 業 利 益 249  148  △100  △40.4  

（ 営 業 利 益 率 ） （        2.2%） （       1.3%） （ △0.9%）

金 融 損 益 58  △35  △94  -  

持分法による投資利益 13  23  10  76.4  

税 引 前 四 半 期 利 益 321  136  △185  △57.5  

親 会 社 所 有 者 帰 属
172  29  △142  △82.9  

四 半 期 利 益
 

 

 
 

売上収益は1兆1,762億円と、前年同期比4.6％の増収になりました。国内は3.2％の増収です。ネットワー

クプロダクトやパソコンが減収になりましたが、システムインテグレーションや携帯電話が増収となりました。

海外は6.8％の増収です。ネットワークプロダクトが減収になりましたが、為替影響があり増収になりました。

米国ドルに対し円安が進行したことなどにより、前年同期比で約350億円の売上収益の増加影響がありました。

海外売上比率は40.8％と前年同期比0.8ポイント上昇しました。 

 

営業利益は148億円と、前年同期比100億円の減益となりました。ネットワークプロダクトやパソコンの減

収影響があったほか、米国ドルに対するユーロ安の進行により欧州拠点で米国ドル建の部材調達コストが上昇

した影響がありました。 

 

金融収益と金融費用を合わせた金融損益は35億円の損失と、前年同期比94億円の悪化となりました。前年

同期には急速な円安の進行に伴う為替差益の計上があったことによります。 
この結果、税引前四半期利益は136億円と、前年同期比185億円の減益となりました。 
 

親会社の所有者に帰属する四半期利益は29億円と、前年同期比142億円の減益となりました。収益性の低下

した一部の国内子会社で繰延税金資産の残高の見直しを実施したことなどにより標準的な実効税率と比べ高い

税負担となりました。 
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富士通（株）（6702）平成28年3月期　第２四半期決算短信 

【直近３ヶ月】

【事業別セグメントの状況】

①主要製品別売上収益 (単位：億円)

2014年度
第２四半期

2015年度
第２四半期

2014年7月1日～
 2014年9月30日

2015年7月1日～
 2015年9月30日

増減率(%)

テクノロジーソリューション 7,841 7,993 152 1.9 

サービス 6,485 6,798 312 4.8 

ソリューション／ＳＩ 2,301 2,529 228 9.9 

インフラサービス 4,184 4,268 84 2.0 

システムプラットフォーム 1,355 1,195 △159 △11.8 

システムプロダクト 597 592 △4 △0.8 

ネットワークプロダクト 758 603 △155 △20.5 

ユビキタスソリューション 2,450 2,618 167 6.9 

パソコン／携帯電話 1,593 1,633 40 2.6 

モバイルウェア 856 984 127 14.9 

デバイスソリューション 1,451 1,621 169 11.7 

ＬＳＩ 757 856 99 13.2 

電子部品 699 768 68 9.8 

(注)1.売上収益にはセグメント間の内部売上収益を含みます。
(注)2.「ＬＳＩ」の売上収益には、「電子部品」への内部売上収益を含めて表示しております。
(注)3.「その他／消去又は全社」には、次世代スーパーコンピュータ事業、当社グループ会社向け情報システム開発・
(注)4.ファシリティサービス事業及び当社グループ従業員向け福利厚生事業等のほか、基礎的試験研究等の戦略費用及び
(注)4.親会社におけるグループ経営に係る共通費用が含まれております。

連
　
　
　
結

前年同期比
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富士通（株）（6702）平成28年3月期　第２四半期決算短信 

【直近３ヶ月】

②セグメント情報 (単位：億円)

2014年度
第２四半期

2015年度
第２四半期

2014年7月1日～
 2014年9月30日

2015年7月1日～
 2015年9月30日

増減率(%)

7,841 7,993 152 1.9 

国 内 4,851 4,958 107 2.2 

海 外 2,989 3,035 45 1.5 

393 363 △29 △7.5 

5.0%)( 4.5%)( △0.5%)( 

6,485 6,798 312 4.8 

国 内 3,891 4,130 239 6.1 

サービス 海 外 2,593 2,667 73 2.8 

352 344 △8 △2.3 

5.4%)( 5.1%)( △0.3%)( 

1,355 1,195 △159 △11.8 

国 内 959 827 △131 △13.7 

海 外 396 367 △28 △7.2 

40 18 △21 △53.3 

3.0%)( 1.6%)( △1.4%)( 

2,450 2,618 167 6.9 

国 内 1,604 1,699 95 5.9 

海 外 845 918 72 8.6 

9 △46 △55 - 

0.4%)( △1.8%)( △2.2%)( 

1,451 1,621 169 11.7 

国 内 739 747 8 1.2 

海 外 712 873 161 22.6 

66 78 12 18.6 

4.6%)( 4.8%)( 0.2%)( 

△501 △471 29 - 

△218 △247 △28 - 

11,241 11,762 520 4.6 

国 内 6,746 6,958 212 3.2 

海 外 4,495 4,803 307 6.8 

249 148 △100 △40.4 

2.2%)( 1.3%)( △0.9%)( 

40.0% 40.8% 0.8% 

ユビキタス
ソリューション

デバイス
ソリューション

その他／
消去又は全社

連　結

売 上 収 益

営 業 利 益

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

テクノロジー
ソリューション

システム
プラット
フォーム

営 業 利 益

（営業利益率）

海外売上比率

売 上 収 益

営 業 利 益

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

前年同期比

（営業利益率）

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

売 上 収 益
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富士通（株）（6702）平成 28 年 3 月期 第２四半期決算短信 

【直近３ヶ月】 

 

 

テクノロジーソリューション 
 

売上収益は 7,993 億円と、前年同期比 1.9％の増収になりました。国内は 2.2 ％の増収です。サービスは、

システムインテグレーションが金融分野や公共分野で顧客の投資拡大により増収となりました。また、インフ

ラサービスも堅調に推移しました。一方、システムプラットフォームは、ネットワークプロダクトが顧客投資

の端境期にあり減収となりました。海外は 1.5％の増収です。サービスは、前年同期に比べ円安が進行した影

響もあり増収になりました。システムプラットフォームは、ネットワークプロダクトが減収になりました。 

 

営業利益は 363 億円と、前年同期比 29 億円の減益となりました。サービスは増収効果があるものの、一部

の国内子会社で退職給付制度移行に伴う一時的な費用負担があったほか、ＩＳＰ事業の拡販費用の増加などに

より減益となりました。システムプラットフォームは、減収影響により減益となりました。 

 

 

ユビキタスソリューション 
 

売上収益は2,618億円と、前年同期比6.9％の増収になりました。国内は5.9％の増収です。パソコンは法人

向けを中心に減収となりましたが、携帯電話はらくらくシリーズのスマートフォンを中心に伸長したほか、モ

バイルウェアも増収となりました。海外は8.6％の増収です。モバイルウェアが欧州向けなどで増収となったほ

か、為替の影響もありました。 

 

営業利益は 46 億円の損失と、前年同期比 55 億円の悪化となりました。パソコンが減収影響を受けたほか、

米国ドルに対しユーロ安、円安が進行したことにより欧州及び国内拠点で米国ドル建の部材調達コストが上昇

した影響がありました。携帯電話は増収効果があったものの、一部機種で発生した不具合の対策費用の負担が

あり前年同期から悪化しました。モバイルウェアは増収効果により増益となりました。 

 

 

デバイスソリューション 

売上収益は 1,621 億円と、前年同期比 11.7％の増収になりました。ＬＳＩ、電子部品ともに為替の影響があ

りました。 

 

営業利益は 78 億円と、前年同期比 12 億円の増益になりました。電子部品で遊休資産に係る減損損失を計上

しましたが、米国ドルに対し円安が進行したことにより米国ドル建の売上が増加した影響があり増益になりま

した。 

 

 

その他／消去又は全社 
 

営業利益は247億円の損失と、前年同期比28億円の悪化となりました。ＩｏＴ(注)の活用基盤としての次世

代クラウドや、未来医療などの分野で戦略投資を拡充していることによります。 

 

(注)ＩｏＴ（Internet of Things）：パソコンやサーバなどに留まらず、様々な物がインターネットに接続され、 

情報交換する仕組み。 
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富士通（株）（6702）平成 28 年 3 月期 第２四半期決算短信 

【第２四半期累計】 

 

Ⅱ.第２四半期（累計） 
 

【損益の状況】  
 

                                                    （単位：億円） 

 2014年度 

第２四半期累計 
 

2014年4月1日～ 

 2014年9月30日 

2015年度 

第２四半期累計 
 

2015年4月1日～ 

 2015年9月30日 

前年同期比 

 増減率(%) 

売 上 収 益  21,928 22,412 484  2.2  

営 業 利 益  322  △124  △447  -  

（ 営 業 利 益 率 ）  （        1.5%） （      △0.6%） （ △2.1%）

金 融 損 益  69  △16  △86  -  

持分法による投資利益  33  109  76  225.4  

税 引 前 四 半 期 利 益  426  △31  △457  -  

親 会 社 所 有 者 帰 属  
241  △159  △400  -  

四 半 期 利 益 
 
 

 
 

売上収益は 2 兆 2,412 億円と、前年同期比 2.2％の増収になりました。国内はほぼ前年同期並みです。シス

テムインテグレーションが増収になりましたが、ネットワークプロダクトやパソコンが減収になりました。海

外は 5.2％の増収です。ネットワークプロダクトやパソコンが減収になりましたが、為替影響があり増収にな

りました。米国ドルに対し円安が進行したことなどにより、前年同期比で約650億円の売上収益の増加影響が

ありました。海外売上比率は41.7％と、前年同期比1.2ポイント上昇しました。 

 

営業利益は124億円の損失と、前年同期比447億円の悪化となりました。ネットワークプロダクトやパソコ

ンで減収影響があったほか、米国ドルに対するユーロ安の進行により欧州拠点で米国ドル建の部材調達コスト

が上昇した影響や、国内ネットワーク事業で従業員の再配置等に係る一時費用の計上がありました。 

 

金融収益と金融費用を合わせた金融損益は16億円の損失と、前年同期比86億円の悪化となりました。前年

同期には急速な円安進行に伴う為替差益の計上があったことによります。 
持分法による投資利益は109億円と、前年同期比76億円の増益となりました。システムＬＳＩの設計・開発

事業を関連会社(株式会社ソシオネクスト、2015年3月事業開始、議決権比率：当社40％、パナソニック株式

会社20％、株式会社日本政策投資銀行40％)へ移管した影響があったほか、中国の深圳証券取引所に上場して

いる関連会社の公募増資に伴い持分変動利益を計上したことによります。 
この結果、税引前四半期利益は31億円の損失と、前年同期比457億円の悪化となりました。 
 

親会社の所有者に帰属する四半期利益は159億円の損失と、前年同期比400億円の悪化となりました。 
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富士通（株）（6702）平成28年3月期　第２四半期決算短信 

【第２四半期累計】

【事業別セグメントの状況】

①主要製品別売上収益 (単位：億円)

2014年度
第２四半期累計

2015年度
第２四半期累計

2014年4月1日～
 2014年9月30日

2015年4月1日～
 2015年9月30日

増減率(%)

テクノロジーソリューション 14,921 15,182 260 1.7 

サービス 12,290 12,910 620 5.0 

ソリューション／ＳＩ 4,240 4,642 402 9.5 

インフラサービス 8,049 8,267 217 2.7 

システムプラットフォーム 2,631 2,271 △359 △13.7 

システムプロダクト 1,099 1,144 45 4.1 

ネットワークプロダクト 1,531 1,127 △404 △26.4 

ユビキタスソリューション 5,139 5,050 △88 △1.7 

パソコン／携帯電話 3,457 3,150 △307 △8.9 

モバイルウェア 1,681 1,900 218 13.0 

デバイスソリューション 2,804 3,120 316 11.3 

ＬＳＩ 1,448 1,662 214 14.8 

電子部品 1,363 1,465 102 7.5 

(注)1.売上収益にはセグメント間の内部売上収益を含みます。
(注)2.「ＬＳＩ」の売上収益には、「電子部品」への内部売上収益を含めて表示しております。
(注)3.「その他／消去又は全社」には、次世代スーパーコンピュータ事業、当社グループ会社向け情報システム開発・
(注)4.ファシリティサービス事業及び当社グループ従業員向け福利厚生事業等のほか、基礎的試験研究等の戦略費用及び
(注)4.親会社におけるグループ経営に係る共通費用が含まれております。

連
　
　
　
結

前年同期比
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富士通（株）（6702）平成28年3月期　第２四半期決算短信 

【第２四半期累計】

②セグメント情報 (単位：億円)

2014年度
第２四半期累計

2015年度
第２四半期累計

2014年4月1日～
 2014年9月30日

2015年4月1日～
 2015年9月30日

増減率(%)

14,921 15,182 260 1.7 

国 内 9,033 9,190 156 1.7 

海 外 5,888 5,992 104 1.8 

507 323 △184 △36.3 

3.4%)( 2.1%)( △1.3%)( 

12,290 12,910 620 5.0 

国 内 7,212 7,637 425 5.9 

サービス 海 外 5,078 5,273 195 3.8 

484 443 △40 △8.3 

3.9%)( 3.4%)( △0.5%)( 

2,631 2,271 △359 △13.7 

国 内 1,821 1,552 △268 △14.7 

海 外 809 718 △90 △11.2 

23 △120 △143 - 

0.9%)( △5.3%)( △6.2%)( 

5,139 5,050 △88 △1.7 

国 内 3,425 3,251 △174 △5.1 

海 外 1,713 1,799 85 5.0 

96 △122 △218 - 

1.9%)( △2.4%)( △4.3%)( 

2,804 3,120 316 11.3 

国 内 1,418 1,486 67 4.8 

海 外 1,385 1,634 248 18.0 

99 185 85 86.2 

3.6%)( 5.9%)( 2.3%)( 

△936 △941 △4 - 

△380 △510 △130 - 

21,928 22,412 484 2.2 

国 内 13,056 13,075 18 0.1 

海 外 8,871 9,337 465 5.2 

322 △124 △447 - 

1.5%)( △0.6%)( △2.1%)( 

40.5% 41.7% 1.2% 

営 業 利 益

（営業利益率）

海外売上比率

売 上 収 益

営 業 利 益

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

前年同期比

（営業利益率）

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

売 上 収 益

ユビキタス
ソリューション

デバイス
ソリューション

その他／
消去又は全社

連　結

売 上 収 益

営 業 利 益

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

売 上 収 益

営 業 利 益

（営業利益率）

テクノロジー
ソリューション

システム
プラット
フォーム
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富士通（株）（6702）平成 28 年 3 月期 第２四半期決算短信 

【第２四半期累計】 

 

 

テクノロジーソリューション 
 

売上収益は 1 兆 5,182 億円と、前年同期比 1.7％の増収になりました。国内は 1.7％の増収です。サービス

は、システムインテグレーションが金融分野や公共分野で顧客の投資拡大により増収となりました。また、イ

ンフラサービスも堅調に推移しました。一方、システムプラットフォームは、サーバ関連が伸長したものの、

携帯電話基地局などのネットワークプロダクトは、顧客投資の端境期にあり減収となりました。海外は 1.8％

の増収です。サービスは、前年同期に比べ円安が進行した影響もあり増収になりました。一方、システムプラ

ットフォームは、北米向けの光伝送システムが通信キャリアの当社関連セグメントに関する投資抑制の影響を

受けました。 

 

営業利益は323億円と、前年同期比184億円の減益となりました。サービスは増収効果があるものの、一部

の国内子会社で退職給付制度移行に伴う一時的な費用負担があったほか、ＩＳＰ事業の拡販費用の増加などに

より減益となりました。システムプラットフォームは、減収影響に加え、国内ネットワーク事業の従業員の再

配置等に係る一時費用約50億円の負担があり悪化しました。 

 

 

ユビキタスソリューション 
 

売上収益は5,050億円と、前年同期比1.7％の減収になりました。国内は5.1％の減収です。パソコンがＯＳ

の製品サポート終了に伴う買い替え需要が前年度の第１四半期で一巡した影響により減収となりました。海外

は5.0％の増収です。パソコンは欧州拠点の販売台数が減少しましたが、モバイルウェアが欧州、米国向けなど

で増収となったほか、為替の影響もありました。 

 

営業利益は122億円の損失と、前年同期比218億円の悪化となりました。パソコンが減収影響を受けたほか、

米国ドルに対しユーロ安、円安が進行したことにより欧州及び国内拠点で米国ドル建の部材調達コストが上昇

した影響がありました。また、携帯電話の一部機種で発生した不具合の対策費用の負担がありました。 

 

 

デバイスソリューション 

売上収益は 3,120 億円と、前年同期比 11.3％の増収になりました。国内は 4.8％の増収です。ＬＳＩがスマ

ートフォン向けを中心に増収となりました。海外は 18.0％の増収です。ＬＳＩ、電子部品ともに為替の影響が

ありました。 

 

営業利益は185億円と、前年同期比85億円の増益になりました。米国ドルに対し円安が進行したことにより

米国ドル建の輸出売上が増加した影響がありました。 

 

 

その他／消去又は全社 
 

営業利益は 510 億円の損失と、前年同期比 130 億円の悪化となりました。ＩｏＴの活用基盤としての次世代

クラウドや、未来医療などの分野で戦略投資を拡充していることによります。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び資本の状況                                         （単位：億円） 

 
2014年度 

2015年度 

第２四半期 前年度末比 
 （2015年3月31日） （2015年9月30日） 

資産合計 32,711 31,859 △851 

負債合計 23,367 22,941 △425 

資本合計 9,343 8,917 △426 

 親会社所有者帰属持分（自己資本） 7,900 7,501 △399 

〔ご参考〕 

現金及び現金同等物 3,620 3,843 222 

有利子負債 5,784 6,564 779 

ネット有利子負債 2,164 2,720 556 

Ｄ／Ｅレシオ 0.73 倍 0.88 倍 0.15 倍 

ネットＤ／Ｅレシオ 0.27 倍 0.36 倍 0.09 倍 

親会社所有者帰属持分比率（自己資本比率） 24.2 ％ 23.5 ％ △0.7 ％ 
 

当第２四半期末の資産合計は3兆1,859億円と、前年度末から851億円減少しました。棚卸資産は今後の売上

に対応するため、サービスビジネスを中心に増加しましたが、売上債権は前年度末に集中した売上に係る売掛金

を回収したことにより減少しました。 

負債合計は2兆2,941億円と、前年度末から425億円減少しました。仕入債務は前年度末に集中した売上に対

応する支払いにより減少しました。有利子負債は6,564億円と、前年度末から779億円増加しました。2015年10

月までに償還期日が到来する社債償還資金の一部に充当するため普通社債300億円を発行したほか、運転資金の

一部を借入金で調達しました。 

資本合計は8,917億円と、前年度末から426億円減少しました。四半期損失の計上や期末配当金の支払いによ

り利益剰余金が減少しました。なお、親会社所有者帰属持分比率（自己資本比率）は23.5％と前年度末から0.7

ポイント減少しました。 
 

② キャッシュ・フローの状況                                              （単位：億円） 

 2014年度 

第２四半期累計 

2015年度 

第２四半期累計 
前年同期比 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 884 317 △566 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー △931 △707 223

Ⅰ＋Ⅱ フリー・キャッシュ・フロー △47 △390 △342 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 107 608 500 
   

Ⅳ 現金及び現金同等物の四半期末残高 3,069 3,843 773
 

当第２四半期（累計）の営業活動によるキャッシュ・フローは317億円のプラスと、前年同期から566億円の

収入減となりました。税引前四半期利益が悪化したほか、前年同期に国内子会社からの配当金に係る源泉所得税

の還付が約260億円ありました。 

投資活動によるキャッシュ・フローはデータセンター設備などへの投資により707億円のマイナスとなりまし

た。前年同期からは223億円の支出減となりました。 

営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリー・キャッシュ・フローは390億円のマイナ

スと、前年同期からは342億円の収入減となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは普通社債300億円の発行などにより608億円のプラスとなりました。前

年同期からは500億円の収入増となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は3,843億円と、前年度末からは222億円増加しました。 
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(３) 連結業績予想に関する定性的情報 
 

 

2015年度の通期の業績見通しについては、7月30日に公表した計画を以下のとおり修正します。 

下半期の為替レートの前提は、米国ドル120円、ユーロ130円、英国ポンド190円に見直します。 

 

売上収益は4兆8,800億円と、7月公表時から300億円増額修正します。テクノロジーソリューション、デバイ

スソリューションを、主に為替レートの見直し影響で400億円、100億円増額します。一方、ユビキタスソリュー

ションは、為替による増額影響があるものの、パソコンの法人向けを中心に市況悪化の影響を織り込み200億円減

額します。 

営業利益は1,500億円と、連結全体では前回計画から変更ありません。ユビキタスソリューションは、売上収益

の減額影響や米国ドル高に伴う部材調達コストの上昇影響を織り込み100億円減額するものの、デバイスソリュー

ションで100億円増額します。為替による増額影響などを織り込んだことによります。 

なお、親会社の所有者に帰属する当期利益についても、前回計画から変更ありません。 

 
 

 

[通期]                                           （単位：億円） 

  
2014年度 

（実績） 

2015年度 

（予想） 

前回 

（7月） 

予想比 

 前年度比 

 
   増減率(％)

売 上 収 益 47,532 48,800 300  1,267 2.7

営 業 利 益 1,786 1,500 -  △286 △16.0

（ 営 業 利 益 率 ） (   3.8%) (   3.1%) (    - %)  (  △0.7%) 

親 会 社 所 有 者 帰 属 
1,400 1,000 -

 
△400 △28.6

当 期 利 益  

 
＜売上収益 セグメント別内訳＞ 

 
 

テクノロジーソリューション 33,028 34,000 400  971 2.9

ユビキタスソリューション 10,628 10,300 △200  △328 △3.1

デバイスソリューション 5,956 6,300 100  343 5.8

その他／消去又は全社 △2,080 △1,800 -  280 -

 
＜営業利益 セグメント別内訳＞ 

 
 

テクノロジーソリューション 2,224 2,350 -  125 5.6

ユビキタスソリューション 87 △100 △100  △187 -

デバイスソリューション 369 400 100  30 8.3

その他／消去又は全社 △895 △1,150 -  △254 -
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該当事項はありません。

  (５)要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

　 ①継続企業の前提に関する注記
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